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別紙

３月７日（月）

午前10時00分　開会

委員長　　　　開会宣言　あいさつ　

議長　　　　　あいさつ

市長　　　　　あいさつ

　

議案第１号

委員長　　　　本委員会に付託された議案第１号平成２８年度長久手市一般会計予算を議題とする。
税務課

税務課長　　　税務課の予算について説明
大島委員　　　予算書17ページ　法人市民税（現年度分）５億6,466万2,000円
赤字の事業所（均等割のみ）はどれだけあるか。
税務課長　　　確認して報告する。
※１　「法人割非納付法人1,281分の689件（平成26年度決算）」との補足説明資料提出あり
林　委員　　　昨年法人税率が改正されたが、新税率適用は何件だったか。
税務課長　　　平成27年10月以降に事業年度開始の法人に適用され、約４割だった。件数は確認して報告する。
※１　「333件」との補足説明資料提出あり
大島委員　　　予算書137ページ　資産税課税事業　航空写真合同撮影事業負担金288万5,000円
合同撮影とすることでいくら削減できるのか。
税務課長　　　約40万円の削減見込みである。
委員長　　　　他になければ、税務課の質疑及び意見は以上で終了する。

収納課

収納課長　　　収納課の予算について説明

岡崎委員　　　予算書135ページ　徴税事業　愛知県豊田尾張東部滞納整理機構負担金42万円
　平成28年度は最終年で負担金調整をしたと説明があったが、今後の見通しや実績はどのようか。
収納課長　　　滞納整理機構は、平成23年度に３年の期間で設置し、平成26年度に３年延長した。再延長するかは今秋までに結論を出す。収納率は毎年過去最高を記録している。
佐野委員　　　滞納整理機構が解散した場合に派遣した職員で機構の機能を維持できるか。
総務部長　　　長久手市としては滞納整理機構継続の希望を出している。今年度までに若手職員５人を派遣しているが、チームを作り対応するには課題がある。
青山委員　　　予算書135ページ　徴税事業
クレジット収納が始まり固定費（クレジット収納業務委託61万7,000円）の説明はあったが、手数料等の負担はどのようか。
課長補佐　　　クレジット決済１万円までごとに108円の手数料が発生するが、市は１件につき54円を負担する。口座振替、窓口納付、コンビニ納付との均衡を図り54円の負担とした。
委員長　　　　他になければ、収納課の質疑及び意見は以上で終了する。

行政課
行政課長　　　行政課の予算について説明

青山委員　　　予算書75ページ　平和行政事業　戦後記念誌作成委託170万1,000円
どの程度の記念誌を作るのか。
行政課長　　　Ａ４版56ページの冊子を作り、Ｗｅｂに掲示予定である。
青山委員　　　記録に残すことも大切だが、体験学習を増やす方が有効とは考えないのか。
行政課長　　　記念誌作成は職員提案から始まり、市民から寄稿もある。体験者の高齢化もあり、記録として残すには戦後70年が最後の機会と考えている。今年度は戦後70年として広島の平和祈念式典に参加したが、来年度は夏休みに広島の平和祈念公園、平和資料館、原爆ドームの見学を予定している。
佐野委員　　　発行部数と活用計画はどのようか。
総務部長　　　500部作成する。これまでに７人の寄稿があり、作成委員会を設け、市民の協力を得て作成し、次の世代へ引き継ぐきっかけとしたい。
林　委員　　　予算書75ページ　平和行政事業　戦争体験の語り手派遣負担金３万円
取組みはどのようか。
行政課長　　　来年度は各中学校へ語り手を派遣する。
林　委員　　　予算書143ページ　選挙啓発事業
18歳選挙権の啓発はどのようにするのか。
行政課長　　　明るい選挙推進協議会が初めて出前トークで北中学校へ出かけ、模擬選挙をした。来年度は15歳の生徒への啓発として、各中学校に出前トークの働きかけをしたい。
大島委員　　　予算書69ページ　一般管理事務事業　新行政不服審査制度対応支援業務委託204万2,000円
審理員研修をすると説明があったが、対象者は誰か。
行政課長　　　全管理職が対象となる。
委員長　　　　他になければ、行政課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩

午前11時19分　休憩
　　　　　　　
午前11時30分　再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
財政課
財政課長　　　財政課の予算について説明
佐野委員　　　予算書81ページ　新地方公会計導入事業　公会計財務書類作成支援委託200万円
公会計移行の準備をしてきたが、どんな支援が必要なのか。
財政課長　　　これまで制度は勉強してきたが、実務において一定の専門知識をもったところからアドバイスをもらいたい。
岡崎委員　　　予算書79ページ　庁舎整備事業　仮庁舎賃借料1,188万円
５年リースの計画だが、満了後の物件はどうなるのか。
財政課長　　　５年後は市の所有となる。
岡崎委員　　　市役所庁舎の再整備も検討しているところだが、その再整備を想定して10年後も使うのか。
財政課長　　　市役所庁舎再整備は、庁舎のあり方の抜本的判断が必要である。現段階では、市民の意見を始め判断材料がそろってない。当面の課題である会議室の不足などをリースでしのぎ、５年の間に判断したい。
なかじま委員　仮庁舎に会議室はいくつできるのか。
課長補佐（管財担当）
この会議室（第７・８会議室）程度を１室、この会議室の半分程度を３室、４人から７人程度の打合せ用を５室のほか、職員の昼食場所１か所を計画している。
林　委員　　　予算書77ページ　私債権管理事業　私債権管理準備委託200万円

問題点の洗出を含めと説明したが、現状認識はどのようか。
財政課長　　　私債権は担当課で管理するので、処理や職員のノウハウに差が生じている。最終的には、市が管理するためのルールを作りたいと考えている。
委員長　　　　他になければ、財政課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩

　　　　　　　

午後０時02分　休憩

　　　　　　　

午後１時05分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

委員長　　　　税務課から配布のとおり補足説明資料の提出があった。　※１
市民課

市民課長　　　市民課の予算について説明

大島委員　　　予算書141ページ　戸籍住民基本台帳整備事業　コンビニ交付システム構築委託4,290万円
事業費が約4,000万円増えたのは、コンビニ交付をできるようにするからだが、マイナンバーカードがない人は恩恵を受けない。初年度からの導入は国の指示によるものか。
市民課長　　　平成29年４月からコンビニ交付を開始する準備の費用である。平成28年３月に瀬戸市、平成29年１月に尾張旭市がコンビニ交付を開始するので、あまり遅れない時期に開始したい。
岡崎委員　　　瀬戸市、尾張旭に比べ、準備に１年かかるのはなぜか。
市民係長　　　住民票、戸籍のコンビニ交付を計画しているが、二つのシステムで違う文字の形態を使っている。これを同一化するため人の目で確認する作業が必要となり、準備期間が必要である。
委員長　　　　他になければ、市民課の質疑及び意見は以上で終了する。

市民相談室
市民相談室長　市民相談室の予算について説明

佐野委員　　　予算書75ページ　市民相談事業　専門相談員謝礼69万1,000円


新規計上だが、社会福祉協議会へ委託していた事業か。
市民相談室長　市の委託事業でなく、社会福祉協議会の独自事業として実施していた。弁護士への相談が必要な場合は社協の相談を利用していたが、相談案件が増え月２回の相談を市で実施することにした。
委員長　　　　他になければ、市民相談室の質疑及び意見は以上で終了する。

政策秘書課

政策秘書課長　政策秘書課の予算について説明

岡崎委員　　　予算書95ページ　総合計画事業　総合計画市民会議報償金132万円
市民会議の規模や目的はどのようか。
秘書政策課長　総合計画策定のコアメンバーとして60人を集めたい。各課の計画づくりに参加している人、まちづくり活動をしている団体のほか、まちづくりへの関心を深めるため無作為抽出の市民など掘り起こしたい。コアメンバーには小学校区の話し合いにも参加してもらう。市民会議は年間18回、小学校区の話し合いは４回を予定している。
佐野委員　　　予算書93ページ　政策事務事業　まちづくり調査業務委託178万1,000円
何を目的として、どう積算したのか。
秘書政策課長　課題が発生した時に必要に応じて決めるので、今の段階でどこへ、何をという想定はしてないが、新たな政策課題の整理、先進事例の整理、支援をしてもらう費用として計上した。まちづくりを扱うシンクタンクの調査研究費用を参考に積算した。
大島委員　　　市長には政策や理念があり、何を委託する必要があるのかわからない。総合計画も意識調査や過去の調査委託結果をリンクすれば、効率的な予算が組めるのではないか。
政策秘書長　　まちづくり調査業務委託は、政策を考えるうえで新しいまちづくり行程表や総合教育会議など、機能的に対処するため予算計上した。委託する業務が決まっているわけでなく、例えば総合教育会議の協議状況に応じ、調査が必要な事案があれば、その時に迅速に対応できるようにするための予算措置である。
大島委員　　　総合計画は市民総動員の計画づくりとうたっているが、60人のコアメンバーが参加する。市民総動員にはかけ離れているが、市民にどう説明するか。
政策秘書課長　総合計画は平成28年度から３年間で策定する。まず、コアメンバーで方向性やどう市民を交え話し合うのかを考えた後、地域へ出向き計画づくりの会議を進めたい。また、市民意識調査の結果から課題を整理し、平成29年度には様々な機会を設け市民に計画策定に携わり一緒に考えていく。策定過程では、機会をとらえ市民に説明する機会を作りたい。そうすることで市民が当事者となるよう策定作業を進めていきたい。
なかじま委員　予算書95ページ　総合計画策定事業　総合計画策定業務委託500万円


策定業務委託は来年度限りか。
政策秘書課長　平成29年度以降は基本構想、基本計画の策定にかかる。市民会議の開催支援は必要と思うが、市民会議の議論で決めていきたい。
佐野委員　　　平成28年度の目標は策定の準備段階なのか、計画策定に入るのか。
政策秘書課長　市民意識調査の実施と課題整理、平成27年の国勢調査結果に基づく人口推計、第５次総合計画の総括、市民会議の支援業務の一部を予定している。市民会議では基本構想に向けた議論を始め、再来年度以降も続く。策定に入るが、その前段としてデータを示し、市民と勉強しながら進める。
青山委員　　平成29、30年度の基本構想、基本計画をまとめる作業は市民と職員がするが、コンサルの支援もあり得るとの説明は、平成29年度以降も同じ業者ということか。それとも市民と職員で策定し、特別なことがなければ委託しないということか。
政策秘書課長　専門的支援の必要性は想定しているので、平成29年度以降も一連の流れになるとは思っている。
市長公室長　　コンサルへの委託が３年続くかは、市民をどう巻き込むかがポイントなので、その提案も含めプロポーザルで決めたい。市民意識調査は無作為抽出5,000人で行い、クロス集計、過去の調査結果との推移、分析など専門業者の力が必要となる。人口推計も委託に含み、これらの業務を来年度１回限りとし、500万円の予算を計上した。また、来年度から策定が始まるのかについては、過去の総合計画の振り返りや課題抽出、人口フレームの設定は、策定に着手することになる。基本構想についても進捗状況に合わせ、できるところまで進めたい。来年度は策定の第１歩を踏み込んだということになる。
佐野委員　　　市長は就任以来、幸せのモノサシづくりなどいろんな調査をやってきた。来年度もまちづくり調査業務委託170万の予算を計上している。市民意識調査は、正直なところまた調査をするのかという感が拭えない。
市長公室長　　確かに部門別の調査はある。総合計画の市民意識調査は、過去の調査と同じ項目で推移を見たいし、時代に合った設問も入れたい。他の調査と重なる質問は入れない。クロス集計や人口推計などを専門家に委託したい。
委員長　　　　他になければ、政策秘書課の質疑及び意見は以上で終了する。
経営管理課

経営管理課長　経営管理課の予算について説明

青山委員　　　予算書91ページ　自治基本条例策定事業　自治基本条例策定等委託318万3,000円
平成28年度で５年目になるが、５年間で約1,000万円を投入するが、策定状況はどのようか。
経営管理課長　自治基本条例は、平成29年度の制定に向けて進めている。平成28年度は市民を交えた条例検討委員会、諮問機関である審議会の予定である。検討委員会では、インタビュー、懇談会で直接意見を聞きながら市民、議会、行政の役割など条例案を話し合う。平成27年度は、職員10人程度の検討会で進め、１月、２月に団体アンケートを実施した。今後は、アンケート結果を持って市民の中に入り、内容を濃く、回数多く１年を目処に議論したい。平成28年度中に条例案をほぼまとめ、平成29年度には議案提出としたい。
青山委員　　　委託の概要はどのようか。
経営管理課長　審議会、検討委員会の開催支援を委託する。具体的には全体会10回、部会５回程度、委員による市民・団体ヒアリング、懇談会３回、骨子、素案、先進事例整理等の支援、講演会等である。
青山委員　　　予算書91ページ　幸せのモノサシづくり事業　幸せのモノサシづくり作業支援委託196万6,000円
5,000人対象のアンケートは、総合計画策定事業業務委託500万円（政策秘書課所管）の市民意識調査とあわせ、合理化を図れないか。
経営管理課長　市民意識調査の満足度に関する質問は、従来どおりの設定である。幸せのモノサシづくりのアンケートは、生活実感や幸せ感を問うので、全く別のもであると理解願いたい。
青山委員　　　経営管理課は、土地利用計画策定業務委託350万円の計上もあり、3,000人対象のアンケートをすると説明があった。市民意識調査、幸せのモノサシづくり、土地利用計画など調査対象者が重なれば、一緒に送付するなど経費の工夫をしてほしい。
経営管理課長　検討したい。
佐野委員　　幸せのモノサシづくりは、幸せ実感アンケート報告書を見ても目的が定まってない調査だと思った。目的、設問の違いなど説明してほしい。
経営管理課長　平成25年度の調査では、生活実感、幸せの実感を基礎的にとらえることを第１の目的とし、市民と若手職員でアンケートを作成して実施した。平成28年度は、定点観測的データを取るため定期的に実施する。
佐野委員　　　指標はいつできるのか見当もつかない。定点観測を続けても目標は定まらない。定点観測なら市民意識調査で足りる。目に見える形にしていかないと、いつまで議論しても理解されない。
副市長　　　　来年度のアンケートは前回調査との比較で、具体的な言葉、数値目標を定め、具体的なモノサシに近づけたい。
佐野委員　　　具体的な言葉を求めるアンケートのなるのか。
副市長　　　　第３次ないしは第４次総合計画策定の頃に市民意識調査を始め、時間軸のデータは出ている。物や量ではなく、心証的な幸せ感に対する調査をする。施策を導く道具として、市民が生活にいかす道具としてモノサシを作りたい。
なかじま委員　幸せのモノサシづくり作業補助委託196万6,000円の内、アンケートにかかる費用はどれだけか。
経営管理課長　調査票送付、回収の費用、印刷、データ入力、分析で130万円程度かかる。
青山委員　　　予算書93ページ　東部丘陵線推進事業　愛知高速交通株式会社出資金４億1,700万円


第２次経営支援は、沿線自治体のほか５億3,300万円の民間支援を投入すことになっているが、確保できたか。
経営管理課長　民間支援５億3,300万円は確定した。
林　委員　　　平成28年度は財政調整基金を取り崩して支援する。経営改善策の見える化の取組みはどのようか。
経営管理課長　決算や財務情報は愛知高速交通株式会社のホームページで公開している。１次、２次経営支援期間は議員にも説明してきた。支援終了後も今後の状況を含めた説明をしたい。また、２次支援の前には広報に特集を組んだ。今後も折を見てお知らせしたい。
大島委員　　　予算書93ページ　地域公共交通事業　地域公共交通会議負担金330万3,000円
Ｎ‐バス事業者である市が利害関係者の連合体に負担金を出すのか。Ｎ－バスの路線もこの会議で決まる。民間事業者は収支率の低い路線は廃止し、そこにＮ－バスを走らせるように見える。
副市長　　　　国は、路線申請があると地域公共交通会議の意見を聞き、許可する。この会議が路線を決定するのではない。Ｎ－バスの交通事業者である市はルートを決め、公共交通会議に協議を申込む。会議は利便性や経営が成り立つか、民業圧迫にならないかなど調整する役割がある。国土交通省の役割の一部を地域交通会議が担っていると理解願いたい。
委員長　　　　他になければ、経営管理課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩

午後３時18分　休憩
　　　　　　　
午後３時25分　再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
人事課
人事課長　　　人事課の予算について説明

岡崎委員　　　予算の概要79ページ　時間外勤務手当１億1,684万3,000円
　前年度比2.9パーセント減とあるが、市民に仕事をしてもらうことを踏まえた削減か。
人事課長　　　実績と査定結果による積算である。
委員長　　　　他になければ、人事課の質疑及び意見は以上で終了する。
情報課
情報課長　　　情報課の予算について説明

青山委員　　　予算書97ページ　情報化推進事務事業　ペーパーレス会議システム賃借料150万円

議会でもタブレット活用の検討をしているが、どのような計画か。ペーパーレス化のために導入するのか。
情報課長　　　タブレット40台とＷｉ－Ｆｉ環境を整えるための費用である。まずは幹部職員の政策調整会議などで使い、徐々に拡大するしたい。将来的にはペーパーレスとしたい。
林　委員　　　予算書101ページ　ケーブルテレビ番組制作事業　ケーブルテレビ番組制作・放送委託2,195万円1,000円
内容を精査して約340万円削減して、どう充実させるのか。
情報課長　　　Ｗｅｅｋｌｙながくては、ニュース、わくわくレポート、特集、コーナーが３年続き、マンネリ化の意見があった。番組を30分から20分番組に短縮し、構成にメリハリをつけたり、新コーナーの検討をしている。
青委員長　　　　他になければ、情報課の質疑及び意見は以上で終了する。

福祉施策室
福祉施策室長　福祉施策室の予算について説明

青山委員　　　予算書161ページ　ながくて地域スマイルポイント事業　消耗品費200万円
ポイントと交換する図書券は、市内に限らずどこでも使える。長久手温泉入泉券など市内で消費できるものを考えなかったか。
福祉施策室長　商工会が発行した商品券を活用できれば地域経済の活性化につながるが、200万円程度の還元原資のために費用をかけることは難しく図書券とした。市内限定の利用とするには事業所も限られるので、入泉券などは考えなかった。
なかじま委員　ポイント交換が200万円を超えた場合はどうするのか。
福祉施策室長　予算の補正対応としたい。
委員長　　　　他になければ、福祉施策室の質疑及び意見は以上で終了する。

福祉課
福祉課長　　　福祉課の予算について説明

岡崎委員　　　予算書241ページ　生活保護事業　生活保護扶助費　２億1,404万8,000円
　約１億円が医療扶助だが、ジェネリック医薬品の普及はどの程度か。
福祉課長　　　具体的な数字は手元にないが、生活保護決定時に後発医薬品（ジェネリック医薬品）を説明してる。理由なく先発医薬品を使用すれば、ジェネリック医薬品を使用するよう指導していくる。（後に説明あり　17ページ）
林　委員　　　生活保護の相談、申請は何件あるか。
福祉課長　　　確認して報告する。（後に説明あり　17ページ）
なかじま委員　予算書239ページ　生活困窮者自立支援事業　学習支援事業委託38万9,000円

　　　　　　　誰にどんな支援をするのか。
福祉課長　　　生活困窮者を対象にしているが、就学援助を受けている世帯者にも呼びかけたい。人数や場所は決まってないが教室型を想定し、複数か所で実施できたらいいと考えている。
なかじま委員　公共施設を利用するのか。
福祉課長　　　賃借料が発生する場所は考えていないので、市の施設や福祉施設に協力を呼びかけたい。
委員長　　　　他になければ、福祉課の質疑及び意見は以上で終了する。
長寿課
長寿課長　　　長寿課の予算について説明

林　委員　　　予算書171ページ　シルバー人材センター補助事業　シルバー人材センター補助金2,995万3,000円
受注件数、受注額が減少しているが、増やす取組みはどのようか。平成28年度は約250万円補助金が増えるので、実績も上がると理解していいか。
長寿課長　　　受注と取組みは専属職員を配置し努力をしているので、少しずつではあるが効果は上がっていくと思っている。
※２　「平成28年１月現在、受注件数42パーセント、契約金額8.6パーセント増」と補足説明資料提出あり
なかじま委員　予算書163ページ　高齢者福祉事務事業　高齢者虐待等緊急一時保護委託26万2,000円


どこへ、何人の保護を想定した計上か。
長寿課長　　　宿泊できる市内の事業所へ、一人２週間の保護する費用を計上した。
岡崎委員　　　予算書165ページ　緊急通報システム設置事業
通報件数はどのようか。
いきいき長寿係長
平成26年度は正報23件、内、救急搬送20件、平成27年度は１月現在で正報28件、内、救急搬送17件となっている。
じんの委員　　予算書165ページ　「食」の自立支援事業　「食」の自立支援事業委託1,261万円

　平成26度から27年度に利用者が増え、土・日・祝日を拡大した。平成28年度の事業者は何者の予定か。

長寿課長　　　現在検討中であるが、利用者が選択できるよう複数業者に委託したい。

じんの委員　　自己負担300円は近隣自治体と同条件か。利用者が増えているので300円が適正か考える時期ではないか。
長寿課長　　　近隣市では250円から600円までと自己負担額に幅がある。消費税率改正が見直す機会になると思う。また、市の負担は増えているので負担額の見直しは必要と考えている。
委員長　　　　他になければ、長寿課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩
午後４時44分　休憩

　　　　　　　

午後４時55分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

委員長　　　　福祉課長から発言を求められたので許可する。
福祉課長　　　生活保護における後発医薬品の使用率は、平成26年度６月審査分から比較すると全国61パーセント、愛知県64.8パーセント、長久手市65.2パーセントである。また、生活保護の相談、申請件数は、平成26年度では相談65件、申請25件、平成27年２月末現在では相談58件、申請23件となっている。相談者が生活保護の要件に該当しない場合は、生活困窮者自立支援を紹介し、継続的な相談に努めている。
子育て支援課

子育て支援課長　

子育て支援課の予算について説明

岡崎委員　　　予算書225ページ　上郷保育園改築事業　上郷保育園改築基本構想策定委託200万円
改築に際して複合機能の併設を考えているか。
子育て支援課長
　保育所改築整備方針では、すぎのこ教室併設としている。また、発達支援センターも検討の対象になる。仮に移設となれば、跡地についても協議事項になる。
岡崎委員　　　どの程度の規模を想定しているか。
子育て支援課長　
今後協議予定である。
佐野委員　　　予算書225ページ　長湫北保育園新設事業　園舎新築工事５億2,000万円
園舎が木造２階建に変更された経緯を説明願いたい。木造以外の工法やランニングコストを比較して決定したのか。
子育て支援課長
材料費、修繕のしやすさ、園児の生活環境を総合的に判断して木造とした。木造に決める過程で同規模の施設の試算をした。ランニングコストも大切だが、園児が自然のぬくもりを感じる環境で生活することを重視した。
大島委員　　　長湫南保育園は木造平屋の園舎だが、木造の良さなどを比較したか。
子育て支援課長
保護者アンケートでは、金額というよりも自然に触れた建物がいい、木の香りがするなど生活の中で木造の良さを感じているという意見がある。
なかじま委員　予算書201ページ　母子福祉事務事業　子どもの生活・学習支援委託54万円
　子ども食堂は利用者へ支援か、それとも事業者への支援か。
子育て支援課長
事業者への補助として考えている。
佐野委員　　　予算書203ページ　すぎの子教室運営事業　療育施設指導補助賃金464万2,000円
　予算増は具体的に何が理由か。
課長補佐（子ども家庭担当）
療育時間内に保護者の相談に応じられるよう一人増員する。
林　委員　　　指導員不足で対応できないことはないか。
子育て支援課長

ない。
大島委員　　　予算書197ページ　放課後児童クラブ運営事業
放課後児童クラブの待機児童発生の原因は何と考えるか。
子育て支援課長
現状では、児童館で拡充することは難しい。５年間で放課後子ども教室を全小学校で実施し、その半数を放課後児童クラブ・子ども教室を学校の敷地内で一体型実施を目指している。子ども・子育て支援事業計画にそって進めるために教育委員会と協議していきたい。
大島委員　　　予算書199ページ　子育てコンシェルジュ設置事業　一般事務嘱託員報酬190万円
　子育て支援コンシェルジュは何をするのか。
子育て支援課長
　子育て全般の相談に応じる。
委員長　　　　他になければ、子育て支援課の質疑及び意見は以上で終了する。
保険医療課
保険医療課長　保険医療課の予算について説明
岡崎委員　　　予算書173ページ　子ども医療費支給事業　子ども医療費４億4,944万1,000円



約7,600万円と大幅に増加した要因は何か。

保険医療課長　受給者２パーセント増、月額医療費11パーセント増が要因である。11パーセント増は保険者の総額支給の額で、詳細は分からない。

岡崎委員　　　11パーセントも増えた原因は、確認をするべきことである。

大島委員　　　予算書175ページ　精神障害者医療費支給事業　精神障害者医療費2,254万9000円



長期入院は何件あるか。

課長補佐　　　措置入院はないが、確認する。

※３　「平成27年度　措置入院なし　医療保護入院１件　入院医療費助成（１月末現在）11人」との補足説明資料提出あり
委員長　　　　他になければ、保険医療課の質疑及び意見は以上で終了する。
健康推進課
健康推進課長　健康推進課の予算について説明

大島委員　　　予算書255ページ　母子保健事務事業　産前・産後ヘルパー派遣事業委託51万1,000円
どういう人をヘルパーとして派遣しているか。
母子保健係長　委託先の事業所に登録している旧ヘルパー２級の資格を持つ人が派遣される。
林　委員　　　予算書247ページ　検診事業　委託料１億414万2,000円


受診率は、平成26年度の「ながくての統計」によると大腸がん検診18.8パーセント、子宮がん検診39.7パーセント、乳がん検診15.9パーセントとなっている。平成27年度は無料クーポンが配布されたが、受診率を上げるためどう取り組むのか。
健康推進課長　平成28年度は子宮頸がん、乳腺がん検診の無料クーポンを送付し、受診率向上につなげたい。
なかじま委員　産前・産後ヘルパーは、自己負担いくらで利用できるのか。今年度10人利用、145時間の実績が拡大すると考えているか。
母子保健係長　事業者へは１時間1,900円で委託しているが、利用者負担は１時間700円である。今年度４月に登録を開始し、９月から実績が出た。利用は増えると推測している。
委員長　　　　他になければ、健康推進課の質疑及び意見は以上で終了する。

会計課
会計課長　　　会計課の決算について説明

林　委員　　　予算書81ページ　会計管理事務事業　手数料579万2,000円
組戻手数料は事務処理ミスで発生するので予算化はおかしいと以前指摘したが、いくら計上しているか。
会計課長　　　口座情報は登録時に確認しているが、本人から提供された情報が誤っていることや口座が変更されたなど予測不能な事案もある。年間160～170件発生しているので、平成28年度は15万6,000円を計上した。

委員長　　　　他になければ、会計課の質疑及び意見は以上で終了する。
監査委員事務局

監査委員事務局長　

監査委員事務局の予算について説明
林　委員　　　行政評価に関する外部評価では、1,000万円以上の補助金交付団体に対する監査が５年以上ないと指摘があったが、平成28年度に実施予定はあるか。
監査委員事務局長
　現在、平成28年度の監査計画素案作成段階である。
委員長　　　　他になければ、監査委員事務局の質疑及び意見は終了する。

　　　　　　　本日はこの程度にとどめ、明日３月８日（火）午前10時から予算特別委員会を開く。これにて散会。

午後６時26分　散会

３月８日（火）
午前10時00分　再開
委員長　　　　大島委員欠席の報告


定足数に達しているので、昨日に引き続き会議を再開する。
保険医療課から配布のとおり補足説明資料の提出があった。　※３
消防
消防本部総務課長　
消防の予算について説明
林　委員　　　予算書319ページ　職員研修等事業　救急救命士入校負担金414万2,000円
救急救命士の有資格者は何人いるか。また、スキルアップの計画はどのようか。
消防署長　　　救急救命士は11人在籍している。救急隊員育成事業（325ページ）として救命士に必要な気管挿管、薬剤投与の研修、事後検証、病院研修などを計画している。
岡崎委員　　　予算書333ページ　防火水槽設置事業　耐震性貯水槽設置工事1,770万。
設置する貯水槽は飲料水兼用のものか。費用はどれくらい違うのか。
消防本部総務課長　

防火用水として設置するので兼用ではない。飲料水兼用とすると１億近くかかる。
林　委員　　　予算書321ページ　女性消防クラブ活動支援事業　16万6,000円　消防隊員育成事業50万5,000円　消防訓練事業17万1,000円
予算が少なく、大規模災害に備えた活動ができると考えているか。
消防署長　　　これらの予算を含む消防活動事業予算の範囲で資機材整備、充実強化、安全対策など対応している。
青山委員　　　予算書333ページ　常備消防自動車購入事業　水槽付消防ポンプ自動車5,300万円
今回は化学消防ポンプ車の買換えだが、圧縮した泡で消火する消防車を導入するところもある。他自治体の配備状況を把握しているか。
消防署長　　　県内の消防本部でも配備が進んでいると承知している。
委員長　　　　他になければ、消防の質疑及び意見は以上で終了する。
教育総務課

教育総務課長　教育総務課の予算について説明
林　委員　　　予算書337ページ　教育委員会事務事業　教育支援アドバイザー報償金20万円
アドバイザーの役割は何か。
教育総務課長　大阪市立大空小学校の元校長木村泰子氏に依頼したい。大空小学校は、障害のある児童もそうでない児童も一緒に事業を受けている。木村氏が退職されるので、先進的取組みをした経験に期待している。
青山委員　　　予算書361ページ　市が洞小学校管理事業　光熱水費1,430万5,000円
市が洞小学校の光熱水費は、平成26年度決算では当初予算を上回り、平成27年度はその決算額以上の予算だが、今回さらに費用が増加する理由は何か。
教育総務課長　市が洞小学校は児童数も多いが、床暖房があり11月から２月の電気代が大きい。
青山委員　　　暖房にガスを使うなどランニングコストの比較や試算はしたか。
教育総務課長　検討し始めたところで結論には至ってない。
林　委員　　　予算書339ページ　教育委員会事務事業　瀬戸特別支援学校負担金2,224万8000円
　640万円増加しているが、通学者の推移はどのようか。
課長補佐（庶務担当）
負担金の算定は在籍児童生徒数による。平成27年度の負担金は平成25年度当初在籍の８人で計上し、平成28年度の負担金は平成26年度当初在籍の10人で算定したので２人分増えた。
林　委員　　　予算書339ページ　教育委員会事務事業　要保護及び準用保護児童生徒扶助費1,355万5,000円


約60万円増えているが、何人分で積算したのか。
課長補佐（庶務教育担当）
平成27年度は177人が実績となる。平成28年度予算には小学校92人、中学校86人の計178人を想定し計上した。
林　委員　　　予算書363ページ　長久手小学校教育振興事業　図書80万1,000円他各小中学校の教育振興費　図書の予算


児童数は増加しているが図書購入費は減っている。小学校では100万円、中学校では77万円の減額をしたと説明があった。予算減額、子ども読書推進計画の推進、マンモス校化する市が洞小学校に低学年用図書室など学校図書室に対する考えはどのようか。
教育総務課長　予算は枠の中で配当するので、結果的に減額となったところもある。子ども読書推進計画は、中央図書館の学校連携司書と共に推進したい。市が洞小学校の低学年用図書室は教室に余数がない。多目的室も児童クラブが使用しているので物理的に難しい。
委員長　　　　他になければ、教育総務課の質疑及び意見は以上で終了する。
給食センター

給食センター所長　

給食センターの予算について説明

林　委員　　　予算書437ページ　給食調理事業　学校給食調理委託9,800万円
調理委託は公募としたが、選考はどこまで進んでいるか。
給食センター所長
一次の書類審査は７者から提案があり、３者に絞った。２次審査のプレゼンテーションはこれからとなる。
委員長　　　　他になければ、給食センターの質疑及び意見は以上で終了する。

中央図書館

中央図書館長　

中央図書館の予算について説明
林　委員　　　予算書403ページ　中央図書館運営事業　図書資料1,800万円
200万円の予算減となったが、サービスの低下にならないか。
中央図書館長　選書を充実させたい。また、図書修理ボランティアの協力もあり、サービスの低下とならないようにする。

佐野委員　　　予算書405ページ　中央図書館管理事業　備品購入費158万9,000円

防犯カメラを更新するが増設もするのか。また、図書の持出禁止のセキュリティーシステムの導入は検討したか。

中央図書館長　持出禁止のセキュリティーは検討しているが、多額の費用がかかる。防犯カメラは新たに録画機能を付け、４台増やして12台とする。利用者や施設管理上の防犯強化となるので優先して更新することにした。

教育部長　　　防犯カメラの更新は、安全面を重視した。図書の持去りは、バッグに入れるなど見えない形で発生するので、防犯カメラでは防げない。。持出しの防止は、図書にＩＣチップを装備しないと対応できないので早めの対応を検討したい。

じんの委員　　返却されない図書の状況はどのようか。

中央図書館長　平成26年度は月に約300冊の延滞図書があり、督促の通知をしている。
じんの委員　　予算書401ページ　中央図書館運営事業　一般事務嘱託員報酬2,077万8,000円
学校連携司書は１人増員し５人となるが、どのような体制か。
中央図書館長　小学校は１回増やして週３回、中学校は週１回の巡回とする。
委員長　　　　他になければ、中央図書館の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩
午前11時09分　休憩

　　　　　　　

午前11時15分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
たつせがある課

たつせがある課長　　　

たつせがある課の予算について説明

佐野委員　　　予算書103ページ　地域振興事業　地域アドバイザー報償金86万4,000円　


アドバイザーの選定はどのようにしたか。
課長補佐（地域協働担当）


まちづくりの経験、ノウハウのある人を予定している。
佐野委員　　　予定している人は、何を評価してその人に絞り込んだのか。
課長補佐（地域協働担当）


自分たちでできることを目的にコミュニティビジネスを展開している。そのノウハウいかして講師の経験もあり、その点もふまえて採用したい。
佐野委員　　　予算書111ページ　大学連携基本計画策定事業　大学連携基本計画策定委託430万円


委託の予定はどこか。
課長補佐（交流推進担当）
大学主体の計画策定を想定しているので、大学連携推進協議会を構成する大学を考えている。
佐野委員　　　協議会メンバーの大学へ委託して中立性が保てるのか。430万円の積算根拠は何か。
課長補佐（交流推進担当）
積算は、同様の計画を策定したところを参考にした。主体となる大学に委託するが、大学と行政だけの連携計画ではないので、市民を交え計画が作れないかと考えている。大学側でコンサル的な役割を含んだ委託ができないか相談したい。
青山委員　　　予算書115ページ　（仮称）市が洞小学校区共生ステーション整備事業１億2,000万円
事業指定寄附で実施するとはいえ、調整池周辺整備と共生ステーション整備は分けて考えるべきだ。調整池周辺を含め共生ステーションと考えるのか。寄附金１億2,000万円すべてを共生ステーション整備に投入するのか。
たつせがある課長
平成27年10月の定例会に提出した補正予算では、調整池周辺環境整備事業寄附金として計上し、基金へ積み立てた。平成28年度の予算書は、わかりやすくと思い（仮称）市が洞小学校区共生ステーション整備事業として表記した。旧区画整理組合とは、調整池周辺環境整備の一部に共生ステーションの改修が含まれると確認しており、表現の仕方がまずかったと反省している。１億2,000万円で共生ステーションを整備するのではない。
青山委員　　　誤解を招く予算の出し方は改めてもらいたい。
地域共生ステーション用地3,660万円
国有地、民地の購入単価は同じか。
課長補佐（地域協働担当）
民地は鑑定評価を入れる。国有地は売買実例の半額程度が通例とのことで、示された金額で購入することになる。
青山委員　　　名古屋市内の土地を取得するが、固定資産税は課税されるか。非課税なら行政界の変更協議をすべきではないか。
課長補佐（地域協働担当）
固定資産税は非課税だが、市域を広げることまでは考えてない。今回のケースは、地域のエントランス整備を考えていたが、寄附もあり用地購入となった。
佐野委員　　　予算書105ページ　協働まちづくり活動助成事業　協働まちづくり活動助成金210万円


コミュニティ推進事業補助金やまちづくり事業交付金もある。コミュニティ推進事業補助金の交付団体に属する団体が協働まちづくり活動助成金を交付される例もあると思う。まちづくり協議会を立ち上げれば、二重補助になるようなケースも出てくると思うが、整理できているか。
課長補佐（地域協働担当）
コミュニティ推進事業補助金は、事業に対する補助である。補助等が重複してないか申請時に確認している。
青山委員　　　予算書103ページ　地域振興事業　コミュニティ推進事業補助金1,034万7,000円
コミュニティ推進事業補助金は、防犯カメラのランニングコストを認めている。ランニングコストを抑える工夫も必要だが、この補助金の対象とすることが適正か。
課長補佐（地域協働担当）

いずれは自己管理を考えているが、当分は補助対象とする。
たつせがある課長


コミュニティ推進事業補助金とまちづくり事業交付金は非常に分かりずらいとの意見がある。最終的には、まちづくり事業交付金に一本化したいと考えている。来年度コミュニティ推進事業補助金要綱の検証をしたい。
青山委員　　　まちづくり事業交付金には中間支援アドバイザーの費用を含むが、積算額はいくらか。
課長補佐（地域協働担当）
180万円を考え中間支援を前提とした予算を積算したが、実際に中間支援を必要とするかは地域との協議で決まる。
岡崎委員　　　地元で参加している人には、アドバイザー・イコール・コンサルのイメージである。180万円の予算ありきで中間支援を使えでは反発もある。まちづくり協議会が頓挫するという危惧を持つが、どう考えるか。
たつせがある課長
予算だけを見ればそう思えるかもしれない。中間支援の役割や内容について説明しきれてないこともある。しかし、事務作業、調査、ワークショップの運営など支援を頼むには、ある程度の金額が必要となる。180万円はそのために必要な金額と考えているので、理解を得られるよう進めたい。
佐野委員　　　コミュニティ推進事業補助金は、「必要最低限の昼食代、弁当代、茶菓子代等」の食糧費を途中から対象経費とした。必要最低限の定義はなく、地域の判断に任せるのは逃げではないか。
課長補佐（地域協働担当）
活動状況によって重要なところ、必要な時もあるので、必要最低限であれば柔軟な対応としたい。食糧費が補助金の対象経費に入っているものは少ないので、現状のまま進めたい。
なかじま委員　まちづくり事業交付金には中間支援の委託経費が含まれ、市内在住で市のことに精通してる人を支援アドバイザーにすると説明があった。参加者も地域住民であり地域の事情に精通している。その両者が同じ場で参加しているが、一方をアドバイザーとして有償とすることも準備会が決めることなのか。
課長補佐（地域協働担当）
中間支援は個人でなく団体に依頼し、議論を進める支援をしてもらう。
佐野委員　　　市が考えている団体は活動経験があり、長久手市に精通しているので適当と判断したと説明したが、どんな活動を適当と判断したのか。
課長補佐（地域協働担当）
３人で構成する団体で、名古屋市のまちづくりに携わった実績がある。３人の中に長久手在住の人がいる。
たつせがある課長
西小校区のまちづくり協議会設立支援には市内在住者がいいと考え、探したところ行き着いた。その人は、のわという団体に所属し名古屋市で活躍しているが、名古屋でのまちづくりの資料は今ない。
佐野委員　　　活動実績が説明できず、市内在住というだけで170万の支出が適当とするのか。適当とする根拠を説明してくれればいい。
たつせがある課長


活動実績は、確認して報告する。
委員長　　　
この際、暫時休憩
午後０時05分　休憩

　　　　　　　

午後１時20分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
たつせがある課長


のわが名古屋市で活動した実績を報告する。長者町のアートラボあいちの運営、大曽根七夕まつりの運営、築地口から名古屋港にかけてアートを使ったまちづくりなどの活動をしてる。
佐野委員　　　中間支援アドバイザーは、支援の必要性、段階など準備会と協議しながら支出を決めるのか。
くらし文化部長
今年度の西小校区の準備会の中間支援は、全世帯アンケート、住民ヒアリング、準備会の会議運営、組織体制の検討、まちづくり計画書の策定、計画策定のための視察、勉強会、協議会設立周知のためのフリーペーパー作成などで、実際には約150万円である。ある。現在、西の準備会はそこまで進んでないので、３月末までに内容を整理し、適正な変更契約を準備会がする。来年度もアンケート、住民ヒアリングやまちづくり計画書の策定などをしながら、市民だけで、市役所がすべてをするのは無理なことで、中間支援として担ってもらう内容や団体をのわを含め準備会と話し合って決め、連携したい。
なかじま委員　地域共生ステーション整備工事7,390万円
市が洞小学校区共生ステーションは、１億2,000万円の指定寄附があったのでほとぎのさと展示施設を整備することになったのか。指定寄附は使途をどこまで指定できるのか。
課長補佐（地域協働担当）
展示施設を含めた環境整備をする。
くらし文化部長
土地区画整理組合の残余財産の処分は、土地区画整理法の事業計画に基づき事業を実施し、清算人による総代会の議決を要する。清算人には、地域に役立つ公共施設の整備に役立ててほしいとの意向があり、調整池周辺、地域のエントランスなどの整備、ほとぎのさと展示施設、集会所機能を持った共生ステーションの整備など寄附の目的を尊重したい。１億2,000万円は、ワークショップをしながら吟味して適切に支出したい。
なかじま委員　増築する展示施設の電気代やセキュリティーなどのランニングコストは市が負担するのか。
くらし文化部長
運営の仕方は、まちづくり協議会と協議したい。
佐野委員　　　ほとぎのさとの出土品の価値をどう考えているか。市の文化財は市民が共有すべきものと思うが、文化財所管の生涯学習課と協議した結果と理解していいのか
たつせがある課長
古戦場公園の資料館整備もあるが、市の文化財として出土した市が洞で展示したい。
佐野委員　　　文化財は分散展示という市の方針がなければ整合性がない。
くらし文化部長
伝統文化は地域で守るものである。地域で守り、地域に根差したものとしてほとぎのさとに定着させ、全市へ広げていきたい。文化財を各地域で展示するかは、それぞれの地域と協議していきたい。
佐野委員　　　地域にゆかりのあるものは、地域で守り、育て、発信するというビジョンに基づく施設なら、駐車場や施設そのものにお金をかけることが必要ではないか。
くらし文化部長
展示内容や運営方法はワークショップのテーマになっている。
佐野委員　　　市が所有する文化財の保管や展示は、地域相談するではなく市としてどうすべきかということ。突然共生ステーションに展示スペースが現れ、市の指定文化財を展示するのかビジョンを聞きたい。
くらし文化部長


展示に関しては生涯学習課と協議した結果である。ワークショップには生涯学習課も参加し、文化財をどうするか考えていきたい。地域の文化は地域で守り、育ててほしいが市の考え方である。
佐野委員　　　古戦場公園再整備のワークショップでの議論なら整合性があるが、古戦場再整備計画の中では議論したか。
たつせがある課長
具体的に刻銘須恵器については議論してない。市が洞から出土した刻銘須恵器は市の文化財に指定しただけで、活用方法は決まってない。
佐野委員　　　生涯学習課がコントロールすべきことで、たつせがある課が共生ステーションのワークショップに持ち込んで決めるべきことか。果たして分散展示で保全が図れるのか。地域でというより、市として方向性を示すべきである。
たつせがある課長
現地に残してほしいという意見がある。また、共生ステーションと一緒に整備することは市の意向でもあり、併設とすることが一番いいと考えている。現在、文化財の展示、活用の計画はないが、やはり中心は古戦場であり、古戦場再整備計画で位置付けたい。
なかじま委員　市が洞地域共生ステーション改修工事は、2,890万円の予算でどう改修するのか。
たつせがある課長
延床面積220平方メートルに一般的なリフォーム単価をかけて積算した。旧組合事務所のトイレは男女ひとつずつしかなく水回り設備もないので、何が必要かワークショップで協議される。
佐野委員　　　当初の共生ステーションの理念と市が洞小学区地域共生ステーション整備方針はかけ離れている。これを市長はどう思っているのか。
市長　　　　　空き家、空き部屋を活用することで考えていた。しかし、自分たちで考える中で、それが自分たちのものになっていく。西小校区共生ステーションは4,000万円ほどかかった。市が洞の地域共生ステーションも自分たちで組合を作り、何もないところにまちをつくり、拠りどころを残そうとしている。組合もホタル、山、田んぼなどを残し、ふる里にしたいという思いがある。新しく住んだ人がどうしていくのか任せるしかないと思っている。財源がなければ難しいが、地域の人がお金を残してくれた。金額や使い方は今後決めると言っているので、見ていきたいと思っている。
佐野委員　　　整備工事7,390円の内、3,000万円が外構工事と説明があったが、内容はどのようか。
課長補佐（地域担当補佐）

　景観上まちのエントランスづくりとしてとして、緑地化、駐車場、ふれあい憩いの場の整備を計画している。
くらし文化部長

　地区のエントランスとしてふれあいの拠点などをの整備をする。もうひとつは、調整池周辺整備として、池尻をどうしたら使いやすくなるかを検討していく。
佐野委員　　　10月の定例会の補正予算書には、調整池周辺環境整備事業寄附金している。このように目的が決まっていたのに、委員会審査では説明がなかったのはなぜか。
たつせがある課長　

　委員会寄附の名目どおりの説明をしたが、質疑がなかったので特に説明はしなかった。
佐野委員　　　所管委員会には説明すべきだ。聞かれなかったから答えなかったとかいかがなものか。
たつせがある課長　

詳細に説明する必要はないと判断していた。
委員長　　　　他になければ、たつせがある課の質疑及び意見は以上で終了する。

安心安全課

安心安全課長　安心安全課の予算について説明

岡崎委員　　　予算書125ページ　防犯街路灯整備事業　ＬＥＤ防犯灯導入調査委託779万6,000円


予算の概要30ページ　防犯街路灯整備事業の欄に補助申請とあるが、市町村に交付される補助金なのか。また平成29年度のリース開始にどう反映されるのか。
くらし文化部長
まず、市は低炭素社会創出促進協会の補助を受けるため導入調査をする。約4,100灯の現地調査、データベース、導入計画を策定して補助申請をすると採択される。調査委託とＬＥＤ切替工事は、共同企業体として募集し決定する。決定した業者はＬＥＤ切替工事の完了後、補助の請求をする。切替工事後のＬＥＤ街路灯はリースとなるので、低炭素社会創出促進協会の補助額がリース代に反映する。
岡崎委員　　　Ｃｏ２削減にどれだけの効果かあるか。
安心安全課長　約200トンの削減になり、一般家庭40世帯の年間排出量に相当する。
林　委員　　　予算書127ページ　防災事務事業　北中学校区防災倉庫整備構想策定業務委託100万円


委託内容はどのようか。
安心安全課長　分散備蓄にするため中学校区1か所の防災倉庫を整備する。長久手中学校区、南中学校区は整備した。場所や構造を決めるため整備構想を策定する。
青山委員　　　予算書123ページ　自主防犯活動支援事業　防犯カメラ設置費補助金525万円


来年度の申請見込みは何台か。ランニングコストは、たつせがある課所管のコミュニティ推進事業補助金で対象経費としているが、将来的にはわからないと答えている。ランニングコストの負担を抑える方法を助言しているか。
安心安全課長　来年度は15台の要望があると聞いている。防犯カメラ設置の当初段階で議論した結果、ＣＡＴＶタイプを選択した団体が多い。ＳＤカードタイプも交付対象なので、こちらを設置した団体もある。
課長補佐　　　ランニングコストは恒久的な補助でないことは説明している。
委員長　　　　他になければ、安心安全課の質疑及び意見は以上で終了する。

環境課

環境課長　　　環境課の予算について説明
なかじま委員　予算書253ぺージ　地球温暖化対策設備導入促進補助事業250万円
太陽光発電システム設置補助は、予算額以上の申請があれば補正予算を組むのか。
環境課長　　　予算以上の補助はしない。例年６月頃に予定額に達する。平成27年度は11月に52～53件の申請で上限に達した。
佐野委員　　　予算書253ページ　自然環境調査事業　自然環境保全等事業委託237万6,000円


内訳を説明してほしい。
環境係長　　　希少種の保全、追跡調査にかかる費用が主なもので、外来種の駆除は消耗品費程度の経費となる。
委員長　　　　他になければ、環境課の質疑及び意見は以上で終了する。

委員長　　　　長寿課から配布のとおり補足説明資料の提出があった　※２

産業課
産業課長　　　産業課の予算について説明　　　

岡崎委員　　　予算書289ページ　観光ＰＲ事業　観光交流協会補助金1,860万円
職員体制と人件費分はいくらか。
産業課長　　　事務局長、局長補佐、事務局員、パートの４人体制で約1,000万円が人件費分である。
岡崎委員　　　新年度の事業計画はどのようか。
産業課長　　　年度計画を立てているところだが、基本的には前年度事業の継承となる。資源発掘のため市民の協力を得て、雑誌の発行を検討している。
青山委員　　　協会事務所を市役所外に置き、独立させることは考えないのか。
産業課長　　　将来的にはリニモテラスを考えている。
委員長　　　　他になければ、産業課の質疑及び意見は以上で終了する。
生涯学習課　　　　

生涯学習課長　 生涯学習課の予算について説明

佐野委員　　　予算書393ページ　生涯学習推進事業　土曜学習事業委託49万5,000円
事業概要はどのようか。　
生涯学習課長　英語学習も予定し、民間活力を生かした事業にしたい。40分２コマを１回とし、８回の２か月を想定している。北小学校多目的室や公民館などまずは１か所としたい。
佐野委員　　　予算書415ページ　文化財事務事業　古民家調査委託160万円
対象は何軒を調査するのか。
生涯学習課長　古民家１棟の保存に関する調査を予定してしている。
青山委員　　　予算書427ページ　総合型地域スポーツクラブ運営事業　318万1,000円
地域スポーツクラブの運営は参加料が財源となるが、ｔｏｔｏ助成金を活用してはどうか。
主幹　　　　　内容を検討し、有効に活用したい。
岡崎委員　　　予算書429ページ　体育館管理事業　トレーニングルームトレーナー報償金26万円　トレーニングルームトレーナー委託84万3,000円
報償金と委託料は何がどう違うのか。
生涯学習課長　報償金は月に２回実施する講習会の講師代である。委託料は１日３時間、日・月曜、講習会実施日を除く年間約260日分の指導を委託する。
青山委員　　　トレーナーを体育館利用者増に活用できないか。
生涯学習課長　トレーナーは平日午前に固定していたが、平成27年夏から曜日によっては夜間にも来ている。利用者の声を聞き、有効なものにしたい。
青山委員　　　予算書431ページ　体育館管理事業　修繕料100万円
杁ケ池体育館は老朽化しているが、100万円の予算で対応できるのか。
生涯学習課長　アリーナの雨漏りは秋に修繕した。今年度策定する長寿命化計画により修繕が必要なところを把握し、できるだけ早い年次から改修にかかりたい。
委員長　　　　他になければ、生涯学習課の質疑及び意見は以上で終了する。

文化の家

文化の家事務局長　

文化の家の予算について説明

佐野委員　　　文化の家の予算は1,800万円減と説明したが、その理由は何か。
文化の家事務局長


大規模改修工事のため委託料、修繕料を減額したため。
佐野委員　　　予算書411ページ　文化の家整備事業　エントランス整備事業実施設計委託140万円
エントランス改修の概要はいつ頃わかるか。また、進入路南側の畑はどうするのか。
文化の家事務局長
来年度の実施設計では、畑など入り口付近を含めた全体整備としたい。畑を残した整備とするかは、市民の意見を聞きながら決めたい。
青山委員　　　予算書413ページ　アウトリーチ事業　160万円
アウトリーチ事業は、改修工事で休館となる２か月に重点を置くのか。
文化の家事務局長　　　
休館中は、アウトリーチ事業を重点的に展開したい。
委員長　　　　他になければ、文化の家の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩

　　　　　　　

午後３時57分　休憩

　　　　　　　

午後４時10分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
土木課
土木課長　　　土木課の予算について説明
青山委員　　　予算書297ページ　道路維持事業　長湫南部西部線舗装修繕工事5,000万円


財源は指定寄付と説明があったが、社会資本整備交付金を申請して修繕区間を延長できないか。
土木課長　　　舗装修繕計画では西部線の優先順位は低い。指定寄附があったので修繕を計画した。
青山委員　　　修繕の優先順位が低いなら、寄附金は一旦基金に入るので、優先順位の高い所を先に修繕すべきでないのか。
土木課長　　　指定寄附は年度内執行が原則と考えている。今回は年度内にできないので翌年度執行とした。
なかじま委員　予算書297ページ　市単独事業　前熊一ノ井地内外新設道路設計委託290万円


具体的にどこか。
土木課長　　　前熊東の交差点三ケ峯側の田籾線から力石名古屋線へ抜けるバイパスの新設を計画している。
佐野委員　　　予算書293ページ　土木事務事業　古戦場上空通路維持管理協定負担金419万6,000円


平成27年度予算にはない負担金だか、新たに発生するものか。
土木課長　　　今年度は愛知高速交通に委託していたが、来年度からは負担金として支出する。
委員長　　　　他になければ、土木課の質疑及び意見は以上で終了する。
都市計画課
都市計画課長　都市計画課の予算について説明　　　　　　
佐野委員　　　予算書279ページ　里山保全事業50万円
新たな計画はあるか。
都市計画課長　計上した予算は、平成27年度に里山健全化事業で整備したところの管理費用である。地権者の協力が必要だが、隣接地へ拡大したいと考えている。
佐野委員　　　予算書279ページ　あいち森と緑づくり交付金事業2,000万円


300万円から2,000万円と増額した理由は何か。
都市計画課長　今年度200万円を超える申請があり予算不足となった。来年度は300万円を5件と積算した。また、イオンリテールの壁面緑化の申請を想定し、2,000万円の予算措置とした。
なかじま委員　予算書313ページ　木造住宅耐震事業　木造住宅耐震シェルター整備費補助金150万円


耐震診断を受けてない住宅も補助対象となるのか。
都市計画課長　0.4以下の耐震診断結果となった住宅で、高齢者、障がい者が居住する世帯が対象となる。
林　委員　　　予算書309ページ　まちづくり活動推進事業72万円
今年度２倍の予算になっている理由は何か。
都市計画課長　今年度までは、はなみずき広場、くすのき広場などの花植え活動に苗を支給してきた。来年度は都市緑化あいちフェアのサテライト会場だった福祉の家の花壇や香流川の植栽整備分を追加した。
委員長　　　　他になければ、都市計画課の質疑及び意見は以上で終了する。
区画整理課
区画整理長　　区画整理課の予算について説明
青山委員　　　予算書311ページ　組合施行区画整理事業　長久手中央土地区画整理組合への助成金は平成27年度までと聞いているが、今後はどうなるのか。
区画整理課長　平成27年度で終了するので、今後の予定はない。
委員長　　　　他になければ、区画整理課の質疑及び意見は以上で終了する。
議会事務局
議会事務局長　議会事務局の予算について説明
林　委員　　　予算書65ページ　会議録検索事業　会議録検索システム使用料38万9,000円
アクセス実績はどのくらいあるか。
議会事務局長　確認して報告する。
委員長　　　　他になければ、議会事務局の質疑及び意見は以上で終了する。
委員長　　　　この際、暫時休憩

午後５時04分休憩

　　　　　　　

午後５時15分再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

委員長　　　　議会事務局長から発言を求められたので許可する。
議会事務局長　会議録検索は、平成26年度2,040件、平成25年度2,170件のアクセスがあった。
委員長　　　　これより討論採決を行う。

　反対討論

林　委員　　　多額の費用と時間をかけている幸せのモノサシづくりは、何を目指しているのかわからない。施策づくりもコンサルなどに委託し、多額の費用をかけた調査データの共有もされてない。リニモの経営支援には財政調整基金を取り崩し、共生ステーションには十分な説明や理解が深まらないまま多額の資金が投入される。新しいまちのかたちを市民と作り上げるには、枠配当優先でなく支出の不透明性の払拭が第一義的課題と考える。安定した税収の裏には、保育所に入れず就業を断念した市民がいることに思いを寄せ、本当に助けがいる人に福祉が行き届く施策を求めるため反対する。
賛成討論　
岡崎委員　　　中長期的視野に立ち、将来世代に負担を残さないよう必要性や公益性を十分に考慮すること。地域住民の意見を尊重し、今以上に住み続けたいまちとなるよう施策を実行することを願い賛成する。
　
　反対討論　なし

賛成討論　
青山委員　　　健全な財政運営に努めてほしい。総額としては認めたいが、事業によっては考えるところがある。地域振興事業では補助金の使途を考えてほしい。共生ステーション整備では総額１億2,000万円の見出しがつく状況である。実際は調整池周辺整備など詳細な内容を市民に説明することが必要である。長湫北保育園の工事もすでに１年遅れている。上郷保育園の基本構想策定は遅れることなく、むしろ早くしてほしいことを要望して賛成とする。
反対討論　なし

賛成討論　
佐野委員　　　地域振興事業は、バラマキとならないよう適正な支出をきちんとチェックし、段階ごとに議会への報告を求める。共生ステーションは、今後の整備で地域格差を生まないよう、当初の「ふらっとEQ \* jc2 \* hps16 \o\ad(\s\up 11(こやぁ～),小屋)」の思いを守り、華美にならないよう留意して執行することを求めて賛成とする。
　賛成討論　なし


委員長　　　　他に討論はないか。

青山委員　　　（発言請求）

委員長　　　　（発言許可）

青山委員　　　議案第１号平成28年度長久手市一般会計予算に対する付帯決議案を提出する。

委員長　　　　ただ今、青山委員から議案第1号附帯に対する決議案が提出された。

他にないようなので、ここで討論を終結する。

議案第１号平成28年度長久手市一般会計予算を原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。
挙手多数。よって議案第１号は原案のとおり可決することに決した。

委員長　　　　先ほど青山委員から提出された議案第１号に対する付帯決議案を配布した。
　　　　　　　提案者からの説明を求める。
青山委員　　　健全な財政運営に努め、真の市民福祉の向上につながるよう予算を執行すること。
１　将来世代に負担を残さない配慮をすること。
２　地域振興事業、共生ステーション整備事業は、必要性、公益性に留意し、地域格差を生まないこと。
３　保育園、放課後児童クラブ、放課後子ども教室の待機児童解消に全力で取り組むこと。また、長湫北保育園の移設新築は、地域住民の意見を尊重し、早期に完了すること。
４　リニモ支援は最終年となるが、二度と不祥事が発生しない経営を愛知高速交通株式会社へ要請すること。
委員長　　　　議案第1号平成28年度長久手市一般会計予算に対する付帯決議案のとおり附帯決議を付すべきことに賛成の議員の挙手を求める。
　　　　　　　挙手全員。よって附帯決議案を付すべきと決した。

　議案第１号については、附帯決議を付すべきと決したことを審査結果に付して議長へ報告する。
委員長　　　　報告書については、正副委員長への一任を諮る。
　　　（異議なし）
　　　以上で予算特別委員会を終了する。
　　　

午後５時28分　閉会
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２８年３月８日
予算特別委員会委員長　じんの和子
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